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Ⅰ

は
じ
め
に

１

日
本
に
お
け
る
悪
性
格
証
拠
に
関
す
る
議
論

被
告
人
の
過
去
の
特
定
の
犯
罪
行
為
や
そ
の
他
非
行
の
証
拠
を
、
公
訴
事
実
を
認
定
す
る
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

問
題
は
、
日
本
で
は
、
証
拠
の
関
連
性
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た１

）。

い
わ
ゆ
る
悪
性
格
に
よ
る
犯
罪
事
実
の
立
証
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
悪
性
格
証
拠
に
よ
る
犯
罪
事
実
の
立
証
は
、
被
告
人
が
他

の
犯
罪
事
実
を
犯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
被
告
人
に
は
犯
罪
を
行
う
悪
性
格
が
あ
る
こ
と
が
推
認
さ
れ
、
そ
の
悪
性
格
か
ら
公
訴
事
実
を
被
告

人
が
行
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
と
い
う
二
重
の
推
認
過
程
を
経
る
が２

）、
そ
の
い
ず
れ
も
、
証
明
力
が
低
く
、
不
確
実
な
推
認
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
見
す
る
と
強
い
推
認
力
を
持
つ
か
の
よ
う
な
不
当
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る３

）。

そ
し
て
、
悪
性
格
証
拠
が
被
告
人
の
公
訴
事
実
と
同
種
の
前
科
や
公
訴
事
実
に
類
似
す
る
過
去
の
非
行
等
の
、
い
わ
ゆ
る
類
似
事
実
の
証

拠
で
あ
り
、
自
然
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
法
的
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る４

）。
そ
の
根

拠
は
、
①
事
実
認
定
者
に
不
当
な
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
、
事
実
認
定
を
誤
ら
せ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
②
被
告
人
を
以
前
の
す
べ
て
の

非
行
に
つ
い
て
反
駁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
追
い
込
み
、
被
告
人
に
不
当
な
不
意
打
ち
と
な
る
こ
と
、
③
付
随
的
争
点
に
当
事
者
を

ひ
き
ず
り
こ
み
、
争
点
混
乱
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
か
ら
と
さ
れ
る５

）。

も
っ
と
も
、
性
格
を
証
明
す
る
た
め
に
特
定
の
過
去
の
非
行
等
の
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
要
証
事
実
と
の
関
係
に
お

い
て
、
他
の
目
的
の
た
め
に
許
容
さ
れ
る
場
合
は
あ
り
え
る
（
多
元
的
許
容
性
の
法
理６

））。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
前
科
や
過
去
の
非
行

等
の
証
拠
を
、
公
訴
事
実
の
認
定
根
拠
に
す
る
こ
と
が
、
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る７

）。

公
訴
事
実
を
立
証
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
、
同
種
前
科
等
が
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
る
場
合
と
し
て
は
、

ⅰ
）
前
科
や
常
習
性
が
構
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成
要
件
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

ⅱ
）
故
意
、
目
的
、
動
機
、
知
情
、
計
画
等
犯
罪
の
主
観
的
要
素
を
証
明
す
る
場
合
、

ⅲ
）
前
科

等
の
存
在
や
内
容
が
公
訴
事
実
と
密
接
不
可
分
に
関
連
し
て
い
る
場
合
、

ⅳ
）
特
殊
な
手
口
に
よ
る
同
種
前
科
等
の
存
在
に
よ
り
犯
人
と

被
告
人
と
の
同
一
性
を
証
明
す
る
場
合
が
あ
る
と
言
わ
れ
る８

）。

も
っ
と
も
、
前
記
（
ⅰ
）
な
い
し
（
ⅳ
）
の
事
実
と
の
関
係
で
、
悪
性
格
証
拠
が
証
明
力
を
持
つ
場
合
で
あ
っ
て
も
、

ⅰ
）
の
場
合
を

除
き
、
証
拠
の
当
該
要
証
事
実
と
の
関
係
で
の
証
明
力
が
上
記
①
な
い
し
③
の
弊
害
を
上
回
る
場
合
に
の
み
、
悪
性
格
証
拠
を
公
訴
事
実
を

立
証
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る９

）。

２

判
例
の
動
向

判
例
も
、
前
科
等
の
い
わ
ゆ
る
悪
性
格
証
拠
を
、
公
訴
事
実
の
認
定
に
用
い
る
こ
と
を
、
原
則
と
し
て
は
認
め
な
い
立
場
を
と
る
も
の
で

あ
る
。
大
正
七
年
五
月
二
四
日
大
審
院
判
決
（
刑
録
二
四
輯
一
五
巻
六
四
七
頁
）
は
、
前
科
は
控
訴
の
目
的
た
る
犯
罪
行
為
の
成
立
を
断
定

す
る
資
料
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
と
し
、
強
盗
罪
、
窃
盗
罪
、
傷
害
罪
等
の
前
科
に
関
す
る
証
拠
を
、
傷
害
罪
を
認
定
す
る
根
拠
と
し
て

援
用
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
た10

）。

前
科
が
情
状
立
証
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
理
由
に
原
判
決
を
維
持
し
た
後
の
判
例11

）も
、
原
則
と
し
て
は
、
上
記
大
審
院
判
決
の
考
え
方
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る12

）。

も
っ
と
も
、
入
札
に
関
連
し
て
恐
喝
行
為
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
公
訴
事
実
に
関
し
、
以
前
か
ら
入
札
に
関
連
し
て
、
関
係
者
か
ら
金
員
を

喝
取
す
る
な
ど
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
犯
罪
行
為
と
交
渉
（
関
連
）
の
あ
る
被
告
人
の
性
向
経
歴
で
あ
る
と
し
て
立
証
を

許
し
た
下
級
審
の
判
断
を
支
持
し
た
事
例
（
大
判
昭
四
・
一
一
・
一
六
大
審
院
刑
事
判
例
集
八
巻
五
六
八
頁
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

犯
罪
行
為
と
の
特
定
の
関
連
が
あ
れ
ば
犯
人
の
性
向
経
歴
が
犯
罪
事
実
の
認
定
の
資
料
と
な
り
う
る
と
さ
れ
、
一
定
の
例
外
は
認
め
ら
れ
て
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き
た
。

最
高
裁
は
、
昭
和
四
一
年
一
一
月
二
二
日
第
三
小
法
廷
判
決
（
刑
集
二
〇
巻
九
号
一
〇
三
五
頁
、
判
タ
二
〇
〇
号
一
三
五
頁
）
に
お
い
て
、

犯
罪
の
客
観
的
要
素
が
他
の
証
拠
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
本
件
事
案
の
下
に
お
い
て
」
と
限
定
を
付
し
つ
つ
、
犯
罪
の
主
観
的
要
素
を
、

被
告
人
の
同
種
前
科
の
内
容
に
よ
っ
て
認
定
し
た
原
判
決
に
違
法
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
、
被
告
人
が
身
よ
り
の
な
い
老
人
に

対
す
る
福
祉
事
業
の
た
め
と
偽
っ
て
募
金
を
集
め
た
と
い
う
詐
欺
の
事
案
で
あ
り
、
同
様
の
手
段
に
よ
る
詐
欺
罪
の
執
行
猶
予
中
の
犯
行
で

あ
っ
た
。
上
述
の
類
型
（
ⅱ
）
の
場
合
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
同
種
前
科
を
公
訴
事
実
の
認
定
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
立
場
か

ら
、
同
種
前
科
が
用
い
ら
れ
う
る
場
合
を
制
限
的
に
考
え
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る13

）。

ⅱ
）
の
場
合
と
し
て
、
ほ
か
に
、
結
婚
詐
欺
の
事
案
で
、
同
種
前
科
に
関
す
る
被
告
人
の
供
述
を
有
罪
認
定
の
証
拠
と
す
る
こ
と
を
是

認
し
た
事
例
（
大
判
昭
一
五
・
三
・
一
九
判
決
全
集
七
輯
一
二
号
二
六
頁
）、
被
告
人
が
犯
行
前
日
に
同
一
被
害
者
に
対
す
る
殺
人
未
遂
を
犯

し
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
、
猟
銃
を
用
い
た
強
盗
致
死
の
犯
意
と
情
状
、
特
に
計
画
性
の
立
証
の
た
め
に
許
さ
れ
る
と
し
た
事
例
（
高

松
高
判
昭
三
〇
・
一
〇
・
一
一
高
刑
裁
特
二
巻
二
一
号
一
一
〇
三
頁
）
が
あ
る
。

ⅲ
）
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
、
公
訴
事
実
と
同
一
の
被
害
者
に
対
し
、
砒
素
を
混
入
し
た
食
物
を
摂
取
さ
せ
た
事
実
の
立
証
を
許
し

た
和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件
が
あ
る14

）。

ⅲ
）
及
び
（
ⅳ
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
と
し
て
、
被
告
人
の
保
険
金
殺
人
を
認
定
す
る
状
況
証
拠
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
先
行
す
る
同
一
被
害
者
に
対
す
る
保
険
金
の
取
得
を
目
的
と
す
る
殴
打
事
件
を
あ
げ
た
、
ロ
ス
疑
惑
銃
撃
事
件
１
審
判
決
（
東
京

地
判
平
六
・
三
・
三
一
判
時
一
五
〇
二
号
四
八
頁15

））
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ⅳ
）
の
場
合
と
し
て
は
、
被
告
人
が
亜
ヒ
酸
等
を
他
人
に
摂
取
さ
せ
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
手
段
方
法
の
類
似
性
か
ら
犯

人
性
を
も
推
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件
（
大
阪
高
判
平
成
一
七
・
六
・
二
八
判
タ
一
一
九
二
号
一

八
六
頁16

））、
針
金
で
緊
縛
す
る
等
の
前
科
の
強
姦
の
手
口
が
本
件
犯
行
と
類
似
す
る
と
し
た
も
の
（
水
戸
地
下
妻
支
判
平
成
四
・
二
・
二
七
判

論 説
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時
一
四
一
三
号
三
五
頁
）、
同
一
電
車
内
に
お
い
て
、
集
団
で
二
件
の
ス
リ
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
、
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
一
方
の
ス
リ
行

為
を
他
方
の
ス
リ
行
為
を
推
認
さ
せ
る
状
況
証
拠
と
し
て
許
容
し
た
事
例
（
静
岡
地
判
昭
四
〇
・
四
・
二
二
下
刑
集
七
巻
四
号
六
二
頁
）
が

あ
る17

）。
分
類
が
困
難
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
千
葉
大
チ
フ
ス
事
件
の
控
訴
審
判
決
は
、
被
告
人
の
「
異
常
性
格
」
を
認
定
し
、
こ
れ
を
公
訴
事
実

の
各
犯
行
に
共
通
す
る
原
因
と
し
、
最
高
裁
も
こ
の
判
断
を
是
認
し
た
（
東
京
高
判
昭
五
一
・
四
・
三
〇
判
時
八
五
一
号
二
一
頁
、
最
決
昭

五
七
・
五
・
二
五
判
時
一
〇
四
六
号
一
五
頁18

））。

近
時
注
目
さ
れ
た
の
が
、
東
京
高
裁
平
成
二
三
年
三
月
二
九
日
判
決
（
公
刊
物
未
搭
載
、
平
成
二
二
年
（
う
）
第
一
七
一
四
号
、
住
居
侵

入
、
窃
盗
、
現
住
建
造
物
侵
入
被
告
事
件
）
で
あ
る
。

本
件
は
、
被
害
者
方
に
侵
入
し
、
窃
盗
を
し
た
被
告
人
が
（
窃
盗
に
つ
い
て
は
自
白
）、
屋
内
に
あ
っ
た
ス
ト
ー
ブ
内
の
灯
油
を
撒
い
て

放
火
し
た
と
さ
れ
る
事
案
で
あ
る
。
検
察
官
は
、
被
告
人
が
本
件
放
火
の
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
間
接
事
実
の
一
つ
と
し
て
本
件
放
火
と

被
告
人
の
前
科
で
あ
る
前
刑
放
火
の
各
態
様
が
同
じ
で
あ
り
、
前
刑
放
火
と
同
じ
動
機
で
本
件
放
火
に
及
ん
だ
と
推
認
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。

具
体
的
に
は
、
放
火
行
為
が
窃
盗
行
為
と
併
存
す
る
こ
と
、
ス
ト
ー
ブ
内
の
灯
油
を
撒
布
し
た
と
い
う
態
様
が
同
一
で
あ
る
こ
と
（
ス
ト
ー

ブ
内
の
灯
油
を
使
用
し
た
の
が
七
件
、
う
ち
三
件
は
本
件
と
同
様
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
抜
い
て
石
油
を
散
布
し
た
も
の
）、
そ
し
て
、
推
認

さ
れ
る
動
機
は
、
欲
す
る
よ
う
な
金
品
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
（
窃
取
し
た
の
は
現
金
一
〇
〇
〇
円
及
び
カ
ッ
プ
麺
一
個
で
あ
っ
た
）
と
い
う

腹
立
ち
を
解
消
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

東
京
高
裁
は
、
検
察
官
が
取
調
べ
を
請
求
し
た
被
告
人
の
前
科
に
関
す
る
判
決
謄
本
の
取
調
べ
請
求
を
却
下
し
た
原
裁
判
所
の
措
置
、
及

び
、
前
科
に
関
す
る
証
拠
の
取
調
べ
請
求
を
す
べ
て
却
下
す
る
前
提
の
下
に
、
前
刑
放
火
に
関
す
る
被
告
人
の
供
述
調
書
に
つ
い
て
関
連
性

が
あ
る
部
分
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
審
理
を
行
わ
な
か
っ
た
原
裁
判
所
の
措
置
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
訴
訟
手
続

き
の
法
令
違
反
が
あ
る
と
し
て
、
現
住
建
造
物
放
火
に
つ
い
て
無
罪
と
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
、
東
京
地
裁
に
差
し
戻
し
た
。
一
審
は
裁
判

（78-３- ）617 271
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員
裁
判
で
あ
り
、
今
後
の
判
断
が
注
目
さ
れ
る
。

現
在
、
日
本
で
は
、
裁
判
員
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
裁
判
員
裁
判
で
は
、
悪
性
格
証
拠
の
採
否
は
、

公
判
前
整
理
手
続
き
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
採
否
の
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
、
控
訴
審
で
、
そ
の
適
法
性
を

争
う
こ
と
に
な
る
が
、
関
連
性
の
有
無
の
判
断
基
準
は
、
一
義
的
に
明
確
で
な
い
。
例
え
ば
、
上
記
和
歌
山
カ
レ
ー
毒
物
混
入
事
件
の
控
訴

審
判
決
は
、

起
訴
さ
れ
て
い
な
い
被
告
人
の
犯
罪
事
実
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
に
不
当
な
偏
見
を
与
え
る
と
と
も
に
、
争
点
の
混

乱
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
も
あ
る
か
ら
、
安
易
に
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
一
切
許
容
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
特
殊
な
手
段
、
方

法
に
よ
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
同
一
な
い
し
類
似
す
る
態
様
の
他
の
犯
罪
事
実
の
立
証
を
通
じ
て
被
告
人
の
犯
人
性
を
立
証
す
る
場
合
な
ど
、

そ
の
立
証
の
必
要
性
や
合
理
性
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
事
案
の
性
質
、
審
理
の
状
況
、
被
告
人
の
受
け
る
不
利
益
の
程
度
等
に
照
ら
し
相
当

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
許
容
さ
れ
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
た19

）。

ま
た
、
職
業
裁
判
官
で
な
い
事
実
認
定
者
が
悪
性
格
証
拠
を
取
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
か
に
つ
い
て
は
未
だ
十

分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い20

）。
前
記
平
成
二
三
年
東
京
高
裁
判
決
は
、
証
拠
の
関
連
性
の
判
断
は
、
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
で
あ
る
か
否

か
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
職
業
裁
判
官
で
な
い
裁
判
員
が
当
該
証
拠
を
取
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
則
等
に
関
し
て
は
、

一
切
言
及
し
て
い
な
い
。

悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
〇
〇
三
年
刑
事
司
法
法
が
成
立
し
、
こ
れ
ま
で
の
コ
モ
ン
ロ
ー
準
則
は
廃
止
さ

れ
、
悪
性
格
規
定
が
改
正
さ
れ
た
。
陪
審
に
よ
る
事
実
認
定
の
長
い
歴
史
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
で
の
新
法
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
議
論
、
及
び
、

新
法
施
行
後
の
実
務
の
動
き
は
、
裁
判
員
裁
判
と
い
う
新
し
い
制
度
を
導
入
し
た
、
今
後
の
日
本
で
の
議
論
の
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
二
〇
〇
三
年
刑
事
司
法
法
改
正
前
の
議
論
状
況
に
つ
き
、
予
備
的
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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Ⅱ

イ
ギ
リ
ス
の
法
改
正
の
経
緯

１

二
〇
〇
三
年
法
改
正
前
の
悪
性
格
証
拠
の
取
り
扱
い

イ
ギ
リ
ス
の
悪
性
格
証
拠
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
法
則
は
、
個
別
の
事
案
に
対
す
る
判
断
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
。

原
則
と
し
て
、
起
訴
さ
れ
た
事
実
と
関
連
性
が
あ
っ
て
も
、
悪
性
格
、
ま
た
は
、
被
告
人
が
特
定
の
性
向
で
行
動
す
る
こ
と
の
証
拠
は
、

提
出
で
き
な
い21

）。
そ
の
根
拠
は
、
関
連
性
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
が
証
明
力
を
上
回
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ

る22
）。二

〇
〇
三
年
の
法
改
正
以
前
に
は
、
悪
性
格
証
拠
が
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
場
合
は
、
大
き
く
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
整
理
さ
れ
て
い
た
。

①
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
を
検
察
官
立
証
に
用
い
る
（in

 
ch
ief

）
場
合
、
②
被
告
人
に
対
す
る
反
対
尋
問
（
被
告
人
が
証
人
と
し
て
証
言

す
る
場
合
）、
③
被
告
人
以
外
の
者
の
悪
性
格
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、

類
似
事
実
法
則
（th

e sim
ila
r fa

ct ru
le

）」
が
適
用
さ
れ
る
。
類
似
事
実
と
は
、
争
点
事
実
と
類
似
す
る
事
実
で

あ
る23

）。
類
似
事
実
の
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
悪
性
格
の
排
除
法
則
で
一
般
的
に
い
わ
れ
る
、

そ
も
そ
も
関
連
性
が
な
い
、
仮
に
関
連
性
が
あ
っ
て
も
証
明
力
を
上
回
る
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
根
拠
の
ほ
か
、

陪
審
が
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
に
は
十
分
に
確
信
は
な
い
が
、
被
告
人
の
過
去
の
振
る
舞
い
を
罰
し
た
い

と
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
、
付
随
的
争
点
（co

lla
tera

l issu
es

）
が
生
じ
、
そ
の
た
め
に
審
理
が
複
雑
に
な
り
、
時
間
が
費
や
さ
れ
、

事
実
認
定
者
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
捜
査
機
関
が
本
来
す
べ
き
捜
査
を
な
さ
ず
、
犯
行
の
機
会
が
あ
っ
た
前
科
の
あ
る
者
を
探
す
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
あ
る
と
さ
れ
る24

）。

M
a
x
w
ell v

 
D
P
P

事
件
に
お
い
て
、
類
似
事
実
法
則
は
「
我
々
の
刑
事
司
法
に
最
も
深
く
根
差
し
、
か
つ
、
油
断
な
く
守
ら
れ
て
き
た
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原
理
」
と
さ
れ
た25

）。

類
似
事
実
に
含
ま
れ
る
証
拠
は
、
起
訴
さ
れ
て
い
る
犯
罪
事
実
と
の
前
後
を
問
わ
ず
、
被
告
人
の
非
行
の
証
拠
で
あ
り
、
一
般
的
で
あ
る

と
特
定
の
方
法
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
非
行
に
対
す
る
性
向
や
傾
向
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る26

）。

一
八
九
四
年
に
、M

a
k
in

事
件27

）に
お
い
て
、
類
似
事
実
の
証
拠
は
、
争
点
と
関
連
性
が
あ
る
場
合
に
は
許
容
さ
れ
る
と
さ
れ
た28

）。
一
九

七
五
年
にB

o
a
rd
m
a
n

事
件
に
お
い
て
、
類
似
事
実
の
証
拠
の
許
容
性
は
再
度
検
討
さ
れ
、
証
拠
が
著
し
い
（strik

in
g

）
ま
た
は
特
有
の

（p
ecu

lia
r

）
類
似
性
を
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
事
実
に
対
し
て
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
許
容
を
正
当
化
す
る
十
分
な
関
連
性
が
あ
る

と
さ
れ
た29

）。B
o
a
rd
m
a
n

事
件
が
採
用
し
た
基
準
は
、
著
し
い
類
似
性
（strik

in
g
 
sim

ila
rity

）
基
準
と
い
わ
れ
、
犯
人
性
が
争
わ
れ
て

い
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
基
準
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
の
法
改
正
以
前
の
重
要
な
貴
族
院
の
判
断
で
あ
るD

P
P
 
v
 
P

事
件
で
は
類
似
事
実
証
拠
が
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
場
合
の

基
準
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

許
容
さ
れ
る
べ
き
証
拠
の
重
要
な
特
性
は
、
被
告
人
が
罪
を
犯
し
た
と
い
う
仮
定
を
補
強
す
る
こ
と
に
お
け
る
証
明
力
が
、
彼
が
他
の

罪
を
犯
し
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
被
告
人
に
と
っ
て
予
断
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
証

明
力
が
当
該
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
を
公
正
と
す
る
に
十
分
強
い
こ
と
で
あ
る30

）」

こ
の
よ
う
に
類
似
事
実
の
許
容
性
は
、
事
案
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
判
断
者
の
類
似
性
の
評
価
、
証
明
力
の
評
価
に
左
右
さ
れ
る
が
、
そ

の
基
準
は
一
義
的
に
明
確
で
は
な
く
、

で
こ
ぼ
こ
の
戦
場
（p

itted b
a
ttlefield

）」
と
ま
で
評
さ
れ
た31

）。

ま
た
「
背
景
証
拠
」
も
①
の
場
合
の
例
外
と
な
る32

）。
背
景
証
拠
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
事
実
に
直
接
的
に
関
係
す
る
証
拠
に
ぴ
っ
た
り

と
か
ら
み
つ
き
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
と
（
事
実
の
）
歪
曲
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
許
容
さ
れ
る33

）。
許

容
さ
れ
る
場
合
と
は
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
事
実
、
ま
た
は
そ
の
状
況
と
、
時
間
的
・
場
所
的
、
ま
た
は
、
状
況
と
し
て
近
接
し
て
い
る
場
合
、

犯
罪
事
実
の
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
容
易
に
す
る
場
合
、
被
告
人
と
被
害
者
に
一
定
の
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
以
前
の
非
行
の
証
拠
は
被
害
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者
と
関
係
し
て
い
る
場
合
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
の
動
機
を
立
証
す
る
こ
と
を
補
助
す
る
場
合
、
と
さ
れ
る34

）。

②
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
の
法
改
正
前
は
、
一
八
九
八
年
刑
事
手
続
法
第
一
条
⒡
項
が
排
除
法
則
の
主
要
な
例
外
を
定
め
て
い
た
。

被
告
人
は
、
原
則
と
し
て
、
前
科
や
悪
性
格
に
つ
い
て
反
対
尋
問
で
質
問
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
被
告
人
が
証
人
と
な
っ
て
お
り
、
被
告

人
が
（
ⅰ
）
善
性
格
で
あ
る
と
主
張
（
立
証
）
し
た
場
合35

）、

ⅱ
）
検
察
官
や
検
察
側
証
人
の
性
格
を
争
う
場
合36

）、

ⅲ
）
共
同
被
告
人
に
対

す
る
何
ら
か
の
証
言
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
前
科
や
悪
性
格
に
関
す
る
反
対
尋
問
が
許
さ
れ
る37

）。

同
法
一
条
一
項
は
、
規
定
そ
れ
自
体
が
相
互
に
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
上38

）、
文
言
が
漠
然
と
し
て
お
り
、
解
釈
上
の
悪
夢
と
ま
で

評
さ
れ
た39

）。

証
人
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
、
信
用
性
弾
劾
の
た
め
に
悪
性
格
証
拠
の
提
出
が
許
容
さ
れ
、
一
九
六
五
年
刑
事
手
続
法
六
条
は
、
証

人
の
悪
性
格
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、
証
人
が
争
っ
た
場
合
や
証
言
を
し
な
い
場
合
に
は
、
悪
性
格
を
立
証
す
る
こ
と

も
適
法
で
あ
る
と
し
た40

）。

こ
れ
に
加
え
、
被
告
人
は
善
性
格
信
用
性
を
高
め
る
た
め
に
善
性
格
を
立
証
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
証
人
が
信
用
性
を

高
め
る
た
め
に
善
性
格
を
立
証
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た41

）。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
被
告
人
が
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
証
人
の
保
護
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
証
人
が
証
言
に
消
極
的

に
な
り
、
間
違
っ
た
無
罪
判
決
が
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
と
い
う
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た42

）。

２

一
九
九
六
年
法
律
委
員
会
報
告

前
述
の
よ
う
に
、
悪
性
格
証
拠
に
関
連
す
る
法
は
複
雑
で
あ
り
、
一
八
九
八
年
刑
事
証
拠
法
に
関
す
る
判
例
は
論
理
と
公
正
さ
を
欠
い
て

い
る
、
ま
た
、
証
明
力
の
評
価
も
主
観
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た43

）。
ま
た
、
解
釈
に
も
大
き
な
見
解
の
対
立
を
産
ん
で
い
た44

）。
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こ
れ
が
上
訴
を
頻
発
さ
せ
る
原
因
と
な
り45

）、
例
え
ば
、
控
訴
院
は
一
八
九
八
年
証
拠
法
の
解
釈
に
つ
い
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
五
年

ま
で
の
間
に
、
少
な
く
と
も
一
九
件
の
事
案
を
審
理
し
た
と
報
告
さ
れ
た46

）。
ま
た
、
悪
性
格
証
拠
が
排
除
さ
れ
る
最
も
重
要
な
根
拠
で
あ
る
、

予
断
・
偏
見
が
生
じ
る
と
い
う
点
に
関
連
し
、
陪
審
が
、
実
際
に
、
悪
性
格
が
あ
る
被
告
人
を
、
よ
り
有
罪
ら
し
い
と
す
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
見
解
の
対
立
が
あ
っ
た47

）。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
一
九
九
四
年
四
月
二
八
日
、
内
務
大
臣
が
、
法
律
委
員
会
に
対
し
、
刑
事
手
続
き
に
お
け
る
伝
聞
証
拠
、
及

び
、
以
前
の
不
法
な
行
為
の
証
拠
に
つ
い
て
の
検
討
、
及
び
法
、
改
正
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
提
案
を
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

諮
問
を
し
た
。

こ
の
諮
問
に
応
え
公
表
さ
れ
た
法
律
委
員
会
の
一
九
九
六
年
報
告
（
以
下
「
九
六
年
報
告
」
と
い
う
。）
は
、
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
に

つ
い
て
、
そ
の
指
導
原
理
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
分
析
を
し
、
現
在
の
法
制
度
の
問
題
点
と
あ
り
う
る
解
決
策
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た48

）。
特
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
悪
性
格
証
拠
を
排
除
す
る
最
も
重
要
な
根
拠
と
結
び
つ
く
、
悪
性
格
証
拠
が
実
際
に
陪
審
の
有
罪
認

定
に
影
響
を
与
え
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
論
拠
の
ひ
と
つ
が
、
現
代
の
陪
審
は
よ
り
賢

明
で
あ
り
、
不
公
正
に
前
科
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た49

）。
そ
こ
で
、
報
告
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
悪
性
格

証
拠
が
陪
審
に
与
え
る
影
響
の
有
無
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
内
務
省
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
法
社
会
学
研
究
所
に
、
模
擬

陪
審
員
の
研
究
調
査
を
依
頼
し
た50

）。

こ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
研
究
の
結
果
は
、
九
六
年
報
告
が
、
悪
性
格
証
拠
に
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
す
る
結
論
に

至
っ
た
主
要
な
根
拠
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

（
１
）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
研
究51

）

研
究
で
明
ら
か
に
す
べ
き
と
さ
れ
た
事
項
は
、
①
類
似
、
あ
る
い
は
非
類
似
の
犯
罪
の
、
前
の
有
罪
判
決
は
、
ど
の
程
度
重
要
と
さ
れ
る
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か
、
②
前
の
有
罪
判
決
と
審
理
と
の
時
間
の
間
隔
、
③
不
誠
実
（d

ish
o
n
esty

）
な
犯
罪
の
前
の
有
罪
判
決
は
被
告
人
の
信
用
性
に
影
響
す

る
か
、
④
例
え
ば
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
暴
行
な
ど
の
不
快
な
犯
罪
は
、
他
の
種
類
の
犯
罪
を
審
理
し
て
い
る
陪
審
に
不
当
な
予
断
・
偏
見

を
生
じ
さ
せ
る
か
、
で
あ
っ
た52

）。

研
究
で
は
、
三
種
類
の
事
案
の
ビ
デ
オ
が
用
意
さ
れ
た
。

ⅰ
）
故
意
で
重
い
身
体
傷
害
を
生
じ
さ
せ
た
事
案
、

ⅱ
）
盗
品
の
取
引
、

ⅲ
）
女
性
へ
の
性
的
暴
行
で
あ
る53

）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
、
さ
ら
に
八
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
た
。
⒜
前
の
有
罪
判
決
が
な
い
と
述
べ
る
、
⒝
有
罪
判
決

の
有
無
に
は
触
れ
な
い
、
⒞
非
類
似
╱
古
い
有
罪
判
決
、
⒟
類
似
╱
古
い
有
罪
判
決
、
⒠
非
類
似
╱
近
時
の
有
罪
判
決
、
⒡
類
似
╱
近
時
の

有
罪
判
決
、
⒢
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
暴
行
╱
近
時
、
⒣
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
暴
行
╱
古
い
、
で
あ
る54

）。
非
類
似
の
犯
罪
と
は
、
上
記
の

傷
害
に
つ
い
て
は
盗
品
の
取
引
、
盗
品
取
引
に
つ
い
て
は
重
い
身
体
傷
害
を
生
じ
さ
せ
た
事
案
、
性
的
暴
行
に
つ
い
て
は
盗
品
の
取
引
と
設

定
さ
れ
た
。

二
八
六
名
の
模
擬
陪
審
員
は
、
一
二
人
な
い
し
一
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
（
一
グ
ル
ー
プ
の
み
一
〇
名
）、
上
記
の
二
四
種
類
の

ビ
デ
オ
か
ら
一
種
類
を
視
聴
し
、
三
〇
分
の
評
議
を
し
た
。

研
究
の
結
論
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

）。

前
の
有
罪
判
決
は

い
か
な
る
犯
罪
が
起
訴
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
前
の
有
罪
判
決
が
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
暴
行
の
場
合
、
特
に
予

断
・
偏
見
を
も
た
ら
す
。

最
近
の
類
似
の
有
罪
判
決
は
有
罪
の
可
能
性
を
増
加
さ
せ
る
。

不
誠
実
（d

ish
o
n
esty

）
の
犯
罪
の
前
の
有

罪
判
決
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
信
用
性
に
は
影
響
し
な
い
が
、
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
暴
行
は
、
そ
の
よ
う
な
人
間
に
対
す
る
、
全
体
的

な
否
定
的
評
価
に
よ
っ
て
、
証
人
と
し
て
の
被
告
人
の
信
用
性
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。

も
っ
と
も
、
有
罪
認
定
と
前
科
の
存
在
と
の
関
係
は
そ
う
単
純
で
は
な
く
、
研
究
結
果
の
射
程
は
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
述
べ
ら

れ
た
。
例
え
ば
、
今
回
の
研
究
で
は
、
一
つ
の
前
科
が
あ
る
場
合
の
み
し
か
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
科
の
情
報
も
、
そ
の
性
質
及
び
日
時
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に
限
ら
れ
て
い
た56

）。
前
科
の
数
、
そ
の
古
さ
、
事
実
の
類
似
の
程
度
、
前
科
や
起
訴
事
実
の
重
大
性
、
そ
し
て
犯
罪
の
種
類
も
影
響
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た57

）。

前
記
の
よ
う
な
限
界
が
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
の
研
究
結
果
は
、
九
六
年
報
告
が
、
悪
性
格
証
拠
が
予
断
・
偏
見
を
も
た
ら
す
こ
と
を
前

提
と
し
て
法
改
正
を
提
案
す
る
と
い
う
方
針
を
採
用
す
る
重
要
な
根
拠
と
な
っ
た58

）。

も
っ
と
も
、
こ
の
研
究
結
果
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
な
し
う
る
と
さ
れ
る59

）。
治
安
判
事
や
裁
判
官
に
は
常
識
で
あ
る
が
、

陪
審
も
、
被
告
人
が
善
性
格
に
つ
い
て
言
及
し
な
い
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
悪
性
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
の
で
、
公

式
に
は
知
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
悪
性
格
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
推
測
の
内
容
が
誤
っ
た
も
の

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
批
判
や60

）、
類
似
の
罪
を
過
去
に
犯
し
た
者
は
、
論
理
的
に
も
統
計
的
に
も
そ
の
よ
う
な
記
録
が
な
い
者
と
比
較

し
て
再
度
そ
の
種
の
罪
を
犯
す
可
能
性
が
高
く
、
そ
し
て
、
そ
の
理
由
で
、
関
連
性
の
あ
る
証
拠
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り61

）、
か
つ
、
性
向
の

中
に
は
、
他
の
性
向
よ
り
も
よ
り
重
要
な
も
の
が
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る62

）。
さ
ら
に
、
研
究
の
結
果
は
、
陪
審
員
が
あ
る
程
度
影
響
さ
れ
る

と
す
る
の
み
で
あ
り
、
不
当
な
影
響
が
生
じ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
た63

）。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

研
究
を
そ
の
結
論
の
主
要
な
根
拠
の
ひ
と
つ
と
し
た
九
六
年
報
告
に
対
す
る
批
判
と
も
な
っ
た
。

（
２
）
一
九
九
六
年
報
告
の
概
要

１
）
総
論

九
六
年
報
告
は
、
法
改
正
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
原
理
が
下
敷
き
（u

n
d
erlie

）
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

①
法
は
可
能
な
限
り
簡
素
化
さ
れ
る
（sim

p
lified

）
べ
き
で
あ
り
、
②
許
容
さ
れ
な
い
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
一
般
法
則
と
し
て
、

す
べ
て
の
関
連
性
の
あ
る
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
③
陪
審
や
治
安
判
事
が
、
そ
れ
に
付
さ
れ
る
べ
き
重
要
性
の
制
限
に
つ
い
て

効
果
的
な
警
告
を
与
え
ら
れ
え
な
け
れ
ば
、
ま
た
は
、
そ
の
使
用
さ
れ
る
方
法
に
つ
き
首
尾
一
貫
し
た
説
示
（in

stru
ctio

n

）
が
な
さ
れ
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な
け
れ
ば
、
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る64

）。

そ
し
て
、
予
断
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
に
関
連
し
て
、
法
改
正
の
基
礎
と
な
る
考
え
方
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
た65

）。

（
ⅰ
）
陪
審
や
治
安
判
事
が
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
を
取
り
調
べ
た
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
は
過
度
に
重
視
さ
れ
る
、

ⅱ
）
陪
審
が
前

の
非
行
の
証
拠
の
用
い
方
に
つ
い
て
裁
判
官
が
し
た
説
示
を
本
当
に
理
解
し
、
実
行
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
確
信
が
持
て
な
い
、

ⅲ
）

前
の
有
罪
判
決
を
自
由
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
前
科
を
持
つ
者
に
と
っ
て
不
公
正
と
な
る
危
険
が
あ
る
、
捜

査
官
が
当
該
犯
罪
の
捜
査
よ
り
も
前
科
に
頼
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
、

ⅳ
）
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
を
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
犯
罪
か
ら
焦
点
が
ず
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
証
明
力
の
低
い
証
拠
の
取
調
べ
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
と
い
う
二
つ
の
点
が
考
慮
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
、

ⅴ
）
被
告
人
を
不
意
打
ち
か
ら
守
る
た
め
に
、
悪
性
格
証
拠
の
許
容
法
則
に
は
、
安
全
策
が
必
要
で
あ
る
、

ⅵ
）
裁

判
所
は
証
明
力
と
予
断
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
と
を
適
切
か
つ
公
平
に
量
定
し
う
る
。

す
な
わ
ち
、
九
六
年
報
告
は
、
悪
性
格
証
拠
に
よ
っ
て
、
予
断
・
偏
見
が
生
じ
る
危
険
性
は
あ
る
、
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
許
容
性
の
判

断
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
る
方
向
性
を
示
唆
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
裁
量
は
、
自
由
裁
量
で
は
な
く
、
よ
り
系
統
立
て
ら

れ
た
（stru

ctu
red

）
も
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た66

）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
信
頼
を
置
く
報
告
の
内
容
は
、
楽
観
的
で
あ
る
と
の
批
判
が
さ
れ
て
い
る
。
裁
量
は
、
そ
れ
を

な
す
者
の
個
人
的
な
人
生
経
験
や
他
人
か
ら
の
情
報
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
に
基
づ
い
た
い
わ
ゆ
る
一
般
常
識
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
危

険
が
あ
り
、
行
為
の
重
要
性
や
、
行
為
の
頻
度
の
評
価
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
う
る
と
い
う
の
で
あ
る67

）。

九
六
年
報
告
は
、
さ
ら
に
、
被
告
人
と
証
人
の
性
格
証
拠
の
取
り
扱
い
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
は
、
被
告
人
が
刑
事
裁
判
に
置
い
て
弱
い

立
場
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
善
性
格
を
立
証
す
る
特
別
な
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
、
悪
性
格
証
拠

（
一
方
当
事
者
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
や
、
被
告
人
が
証
言
さ
せ
ら
れ
た
も
の
）
か
ら
の
保
護
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た68

）。

そ
の
上
で
、
単
一
の
悪
性
格
証
拠
の
排
除
法
則
を
作
っ
た
上
で
、
例
外
が
認
め
ら
れ
る
領
域
を
、
検
察
官
立
証
の
例
外
と
、
審
理
の
進
行
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に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
に
至
る
場
合
と
の
二
つ
に
分
け
た69

）。

九
六
年
報
告
が
前
記
二
つ
の
領
域
に
分
け
て
排
除
法
則
の
例
外
を
提
案
し
た
理
由
は
、
も
と
も
と
の
法
構
造
、
す
な
わ
ち
、
判
例
法
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
検
察
官
立
証
を
規
律
す
る
排
除
法
則
と
、
被
告
人
に
対
す
る
反
対
尋
問
に
お
い
て
前
の
非
行
に
関
す
る
質
問
が
許
さ
れ

る
場
合
を
規
定
し
た
一
八
九
八
年
刑
事
証
拠
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
存
在
す
る
と
い
う
法
構
造
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た70

）。

九
六
年
報
告
は
、
他
の
排
除
法
則
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
て
い
た
が
、
被
告
人
の
前
科
を
審
理
の
冒
頭
で
提
出
す
る
こ
と
や
、

性
犯
罪
の
場
合
に
は
前
科
証
拠
の
提
出
を
許
容
す
る
こ
と
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
事
実
に
有
用
な
場
合
に
の
み
被
告
人
の
前
の
非
行
の
証
拠
を

許
容
す
る
こ
と
、
単
一
の
許
容
法
則
を
作
り
想
定
さ
れ
る
予
断
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
が
証
明
力
を
上
回
る
場
合
の
み
例
外
と
し
て
排
除

す
る
こ
と
、
単
一
の
排
除
法
則
を
作
り
証
明
力
が
そ
の
想
定
さ
れ
る
予
断
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
が
上
回
る
場
合
に
の
み
証
拠
を
許
容
す

る
こ
と
、
な
ど
の
他
の
選
択
肢
は
採
用
し
な
い
と
し
た71

）。

２
）
悪
性
格
証
拠
の
関
連
性

九
六
年
報
告
は
、
悪
性
格
証
拠
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
性
向
と
の
関
連
性
、
及
び
、
信
用
性
と
の
関
連
性
を
検
討
し
た
。

ま
ず
、
性
向
が
犯
人
性
と
関
連
性
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
九
六
年
報
告
は
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
人
が
過
去

に
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
は
、
人
格
の
一
貫
性
や
安
定
性
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
特
定
の
状
況
で
、
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
過
去
の
振
る
舞
い
は
、
単
に
特
定
の
方
法
で
行
動
し
た
い
と
い
う
願
望
を
示
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
願
望
に

沿
っ
て
振
る
舞
う
こ
と
の
抑
制
の
欠
如
を
示
す
か
ら
で
あ
る
と
し
た72

）。
一
方
で
、
過
去
の
非
行
が
性
向
と
関
連
性
を
持
つ
と
し
て
も
、
以
下

の
意
味
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
過
去
の
振
る
舞
い
は
被
告
人
が
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
行
為
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ど

う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
証
明
力
を
も
ち
う
る
が
、
過
去
の
単
な
る
一
事
例
の
証
明
力
は
容
易
に
過
大
評
価
さ
れ
え
る
。
か
つ
、
心
理
学

研
究
は73

）、
過
去
の
行
為
と
現
在
し
た
と
さ
れ
る
行
為
と
の
間
の
通
常
で
な
い
近
接
性
や
類
似
性
の
意
味
が
一
般
的
に
重
要
視
さ
れ
る
と
い
う
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結
論
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た74

）。

す
な
わ
ち
、
過
去
の
非
行
が
証
明
力
を
持
ち
う
る
と
し
て
も
、
そ
の
証
明
力
は
、
過
大
評
価
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
こ
れ
が
心
理
学
研
究

に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

悪
性
格
証
拠
は
、
有
罪
認
定
の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
場
合
と
、
信
用
性
に
関
連
し
て
提
出
さ
れ
る
場
合
と
が
区
別
さ
れ
議
論
さ
れ
て
き
た
。

九
六
年
報
告
は
、
こ
の
区
別
を
前
提
と
し
た
が
、
①
被
告
人
が
誤
っ
た
善
性
格
の
主
張
を
し
た
場
合
に
は
、
有
罪
の
認
定
に
過
去
の
非
行
の

証
拠
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
検
察
側
証
人
を
攻
撃
し
た
場
合
に
は
、
信
用
性
に
つ
い
て
悪
性
格
証
拠
を
用
い
る
の
か
、
有
罪
の
認
定

に
用
い
る
の
か
は
状
況
に
よ
る
、
と
し
、
③
陪
審
員
や
治
安
判
事
は
本
来
信
用
性
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
は
ず
の
前
の
有
罪
判
決
を
被
告
人

が
当
該
罪
を
犯
し
た
も
の
と
し
て
用
い
が
ち
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
た75

）。
信
用
性
の
認
定
に
用
い
る
場
合
と
有
罪
の
認
定
に
用
い
る
場

合
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
実
際
上
は
困
難
で
あ
り
、
結
局
、
証
拠
は
双
方
に
用
い
ら
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
批
判
は
、
従
前
か
ら
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
六
年
報
告
は
、
知
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
主
張
し
た
古
物
商
に
取
引
の
前
科
が
あ
る
場
合
に
、
信
用
性
の
問
題
と
な

る
と
い
う
例
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
前
科
は
、
知
情
と
い
う
意
味
で
有
罪
の
認
定
に
も
証
明
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
証
言
の
信
用
性
が
、

特
定
の
防
御
の
信
用
性
の
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
結
局
そ
れ
は
有
罪
認
定
の
根
拠
と
さ
れ
、
信
用
性
と
有
罪
の
認
定
と

の
峻
別
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た76

）。
ま
た
、
報
告
は
、
信
用
性
に
対
す
る
前
の
有
罪
判
決
の
証
明
力
に
つ
い
て
は
、
偽
証
罪
の
有
罪
判

決
が
最
も
関
連
性
の
あ
る
過
去
の
非
行
の
例
で
あ
る
と
し
、
不
誠
実
（d

ish
o
n
esty

）
の
犯
罪
の
場
合
に
は
、
証
明
力
が
あ
る
場
合
が
あ
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
不
正
直
を
含
ま
な
い
犯
罪
は
関
連
性
が
あ
る
と
は
さ
れ
難
い
と
大
ま
か
な
方
向
性
を
示
し
た
。
し
か
し
、
九
六
年
報
告

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
証
明
力
を
持
ち
う
る
犯
罪
と
そ
う
で
な
い
犯
罪
に
つ
い
て
、
犯
罪
類
型
の
特
定
は
し
な
か
っ
た77

）。

３
）
法
改
正
の
具
体
的
提
案

ま
ず
、
九
六
年
報
告
は
、
排
除
法
則
の
適
用
範
囲
を
、
裁
判
所
が
証
拠
を
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
事
実
認
定
者
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が
当
該
証
拠
を
、
本
当
に
そ
う
で
あ
る
以
上
に
有
罪
の
証
明
力
を
持
つ
、
ま
た
は
、
有
罪
で
あ
る
と
納
得
し
て
い
な
い
の
に
被
告
人
を
有
罪

に
す
る
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
は
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
証
拠
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た78

）。
こ
の
排
除
法
則
の
適
用

範
囲
に
つ
い
て
は
、
有
罪
と
の
関
連
で
は
な
く
被
告
人
の
信
用
性
に
関
し
て
悪
性
格
証
拠
を
提
出
す
る
場
合
は
、
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
た79

）。

前
述
の
よ
う
に
、
九
六
年
報
告
は
、
悪
性
格
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
を
、
検
察
官
立
証
の
場
合
と
、
審
理
の
経
過
で
許
容
さ
れ
る

に
至
る
場
合
と
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
ず
、
検
察
官
立
証
に
悪
性
格
証
拠
を
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
立
証
の
目
的
と

の
関
係
で
許
容
性
を
決
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
証
明
力
で
許
容
性
を
決
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
十
分
に
証
明
力
が
あ
る
な
ら
ば
、

性
向
に
し
か
関
連
性
を
持
た
な
い
と
い
う
だ
け
で
証
拠
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た80

）。
そ
し
て
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
特
定
の
事

実
に
関
連
性
が
あ
り
、
そ
の
証
拠
が
真
実
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
、
そ
の
事
実
に
対
す
る
関
連
性
（
言
い
換
え
る
と
証
明
力
）
が
、
予

断
偏
見
が
生
じ
る
危
険
、
事
実
認
定
者
を
誤
導
し
・
混
乱
さ
せ
・
注
意
を
そ
ら
さ
せ
る
危
険
、
ま
た
は
不
当
に
時
間
が
か
か
る
危
険
を
上
回

る
場
合
に
は
、
悪
性
格
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
と
し
た81

）。

そ
し
て
、
関
連
性
（
証
明
力
）
と
上
記
弊
害
の
比
較
考
量
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
要
素
を
指
摘
し
た82

）。
ま
ず
、
証
明
力
に
つ
い
て
は
、

し
た
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
行
為
を
す
る
性
向
を
ど
の
程
度
示
し
て
い
る
か
、
事
実
に
類
似
性
が
あ
る
か
、
類
似
性
が
偶
然
に
よ
る
も
の
と
い

い
う
る
程
度
、
事
実
の
非
類
似
性
、
を
考
慮
す
べ
き
と
し
た
。
想
定
さ
れ
る
予
断
・
偏
見
の
危
険
に
つ
い
て
は
、
事
実
認
定
者
が
当
該
証
拠

に
不
当
に
重
要
性
を
付
す
る
危
険
性
、
及
び
、
事
実
認
定
者
が
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
納
得
し

た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
被
告
人
の
他
の
別
の
機
会
の
行
為
を
根
拠
と
し
て
有
罪
を
認
定
す
る
危
険
性
を
考
慮
す
べ
き
と
し
た
。

九
六
年
報
告
の
示
し
た
、
審
理
の
経
過
で
許
容
さ
れ
る
に
至
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
一
八
九
八
年
刑
事
証
拠
法
の
改
正
の
提
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
善
性
格
が
主
張
さ
れ
た
場
合
に
、
悪
性
格
証
拠
を
提
出
さ
れ
な
い
と
い
う
保
護
を
失
う
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
善

性
格
の
黙
示
の
主
張
も
善
性
格
を
主
張
し
た
場
合
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
が
主
張
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し
た
善
性
格
に
関
連
す
る
悪
性
格
の
立
証
が
許
さ
れ
る
と
い
う
制
限
を
設
け
た
。
ま
た
、
善
性
格
は
被
告
人
の
性
向
に
関
連
性
が
あ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
信
用
性
に
の
み
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
と
の
説
示
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た83

）。

前
者
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
人
は
自
ら
主
張
す
る
善
性
格
を
部
分
的
に
選
択
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
性
格
は
不
可
分

で
あ
る
と
す
る
、
尊
重
す
べ
き
コ
モ
ン
ロ
ー
の
準
則
に
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
た84

）。

九
六
年
報
告
は
、
被
告
人
の
悪
性
格
を
対
象
と
し
た
報
告
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
証
人
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
年
刑
事
証
拠
法

の
改
正
案
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
被
告
人
が
検
察
側
証
人
の
性
格
を
非
難
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
非
難
が
、
争
点
と
な
っ

て
い
る
出
来
事
や
、
捜
査
に
お
け
る
証
人
の
行
為
に
関
係
し
な
い
場
合
に
の
み
、
被
告
人
は
悪
性
格
証
拠
が
提
出
さ
れ
な
い
と
い
う
保
護
を

失
う
と
い
う
も
の
で
あ
る85

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
悪
性
格
が
な
い
被
告
人
は
、
保
護
を
失
っ
た
と
し
て
も
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
制
度
で
は
証
人
に
対
す
る
不
当
な
攻
撃
を
抑
止
で
き
ず
、
証
人
保
護
の
制
度
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
批
判
が
な

さ
れ
た86

）。

そ
し
て
、
共
同
被
告
人
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
が
共
同
被
告
人
の
主
張
に
つ
い
て
争
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

当
該
出
来
事
に
お
け
る
共
同
被
告
人
の
行
動
に
関
す
る
主
張
で
あ
れ
ば
、
被
告
人
が
悪
性
格
証
拠
を
提
出
さ
れ
な
い
と
い
う
保
護
を
失
う
こ

と
は
な
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
手
続
き
の
当
事
者
の
誰
も
が
、
被
告
人
の
性
格
証
拠
を
提
出
す
る
許
可
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た87

）。

九
六
年
報
告
は
、
悪
性
格
証
拠
に
関
す
る
法
の
混
乱
を
整
理
し
、
統
一
し
た
判
断
基
準
を
定
立
し
よ
う
と
試
み
た
点
に
つ
い
て
、
一
定
の

評
価
を
得
た88

）。
し
か
し
、
結
局
は
、
従
来
の
法
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
部
分
的
な
修
正
を
施
し
た
に
す
ぎ
ず
、
抜
本
的
な
法
の
枠
組
み
を
提

案
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
た89

）。

（78-３- ）629 283

イギリスにおける悪性格証拠の許容性に関する予備的考察（高平）



３

二
〇
〇
一
年
法
律
委
員
会
最
終
報
告
及
び
法
案
の
草
案

（
１
）
二
〇
〇
一
年
最
終
報
告
発
表
ま
で
の
経
緯

二
〇
〇
一
年
総
選
挙
に
よ
り
、
労
働
党
が
勝
利
し
た
。
労
働
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
、
悪
性
格
証
拠
に
関
す
る
規
定
は
改
正
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
有
罪
認
定
の
資
料
と
し
て
、
悪
性
格
証
拠
が
よ
り
多
く
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
方
針
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
現
代
の
陪
審

の
証
拠
評
価
の
能
力
に
よ
り
信
頼
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る90

）。
二
〇
〇
一
年
二
月
に
は
、C

rim
in
a
l Ju

stice:

T
h
e W

a
y

91
）

A
h
ea
d

と
題
さ
れ
た
白
書
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
前
の
有
罪
判
決
の
証
拠
を
、
関
連
性
の
あ
る
場
合
は
、
予
断
・
偏
見

を
生
じ
さ
せ
る
効
力
が
証
明
力
を
上
回
ら
な
い
と
い
う
条
件
で
許
容
す
る
こ
と
が
、
法
制
度
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
方
法
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
た
。
九
六
年
報
告
で
、
明
確
に
採
用
し
な
い
と
さ
れ
た
方
法
で
あ
る92

）。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
、
法
律
委
員
会
最
終
報
告
の
直
前
に
、A

u
ld

判
事
の
レ
ビ
ュ
ー
が
出
版
さ
れ
た93

）。
こ
れ
に
は
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
研
究
に
つ
い
て
の
批
判
も
含
ま
れ
て
い
た94

）。

レ
ビ
ュ
ー
に
は
、
労
働
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
同
様
に
、
事
実
認
定
者
へ
信
頼
を
お
く
べ
き
と
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る95

）。
も
っ
と
も
、
手

続
き
の
冒
頭
で
す
べ
て
の
悪
性
格
証
拠
を
提
出
す
べ
き
と
の
方
針
は
示
さ
れ
な
か
っ
た96

）。
そ
し
て
、
裁
判
官
の
感
覚
と
し
て
、
有
罪
判
決
の

立
証
を
、
被
告
人
の
前
の
有
罪
判
決
に
依
存
す
る
よ
う
な
検
察
官
立
証
は
お
粗
末
な
も
の
で
あ
る
と
の
意
見
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
悪
性
格

立
証
を
無
限
定
に
有
罪
立
証
に
用
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
た97

）。

も
し
（
検
察
官
の
）
主
張
が
強
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
立
証
は
不
要
で
あ
り
、
主
張
が
弱
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

悪
性
格
に

よ
る
有
罪
の
立
証
は
）
不
公
正
で
あ
る98

）」
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（
２
）
法
律
委
員
会
最
終
報
告
及
び
法
案
の
草
案

二
〇
〇
一
年
一
〇
月
九
日
、
一
九
九
四
年
の
諮
問
に
対
し
、
法
律
委
員
会
は
、
悪
性
格
に
つ
い
て
の
最
終
報
告
及
び
法
案
の
草
案
（
以
下

「
草
案
」
と
い
う
。）
を
発
表
し
た99

）。

最
終
報
告
で
は
、
八
つ
の
基
本
的
な
原
理
が
示
さ
れ
た100

）。

九
六
年
報
告
で
示
さ
れ
た
三
つ
の
原
理
は101

）、
九
六
年
報
告
が
、
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
を
規
律
す
る
法
を
改
正
す
る
と
い
う
視
点
で
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
報
告
で
は
、
悪
性
格
証
拠
の
定
義
自
体
が
証
人
や
共
同
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
に
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
基
本
的
な
原
理
が
細
分
化
さ
れ
た
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る102

）。
八
つ
の
原
理
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る103

）。

①
裁
判
の
全
て
の
当
事
者
は
、
前
の
不
法
行
為
が
自
動
的
に
暴
か
れ
る
と
い
う
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
中
心
的

な
事
実
（cen

tra
l fa

cts in issu
e

）
に
つ
い
て
彼
ら
の
主
張
を
自
由
に
な
し
う
る
と
感
じ
る
べ
き
で
あ
る
、
②
状
況
が
許
す
限
り
、
被
告

人
と
共
同
被
告
人
は
、
正
当
な
理
由
な
く
前
の
不
法
行
為
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
か
ら
平
等
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
③
中
心
的
な

事
実
（cen

tra
l set o

f fa
cts

）
か
ら
外
れ
る
人
の
悪
性
格
の
証
拠
は
、
裁
判
所
が
許
可
を
与
え
た
場
合
に
の
み
事
実
認
定
者
の
前
に
示
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
証
拠
が
中
心
的
事
実
に
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
の
許
可
は
不
要
で
あ
る
、
④
許
可
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す

る
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
識
別
の
要
素
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
基
準
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
、
⑤
事
案
の
判
断
に

に
相
当
な
価
値
を
持
つ
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
強
化
さ
れ
た
関
連
性
の
基
準
、th

e
 
en
h
a
n
-

ced
 
relev

a
n
ce test

）
、
⑥
人
の
性
格
は
分
割
で
き
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
仮
に
そ
の
特
定
の
部
分
が
事
実
認
定
者

に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
に
十
分
関
連
性
が
あ
る
な
ら
ば
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
公
正
の
た
め
に
必
要
以
上
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
、
⑦
明
ら
か
に
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
実
認
定
者
に
そ
の
よ
う
な
証
拠
が
本
来
持
っ
て
い
る
危
険
性
に
つ
い
て
適
切
な
説
示
と
と
も
に
明

ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
⑧
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
、
証
言
を
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
戦
術
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
人

の
性
格
が
事
実
認
定
者
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（78-３- ）631 285

イギリスにおける悪性格証拠の許容性に関する予備的考察（高平）



そ
し
て
、
以
下
の
点
が
具
体
的
な
法
改
正
の
提
案
の
核
心
で
あ
る
と
さ
れ
た104

）。

ⅰ
）
刑
事
手
続
き
に
関
わ
っ
た
者
は
、
何
人
も
、
性
格
に
つ
い
て
の
不
当
か
つ
関
連
性
の
な
い
公
の
攻
撃
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
、

（
ⅱ
）
公
の
場
に
お
い
て
人
の
悪
性
格
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
過
度
の
侵
入
で
あ
り
、
か
つ
、
彼
ら

に
相
当
な
予
断
偏
見
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
事
実
認
定
者
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
争
点
に
つ
い
て
そ
れ
が
持
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
関
連
性
が
、
真
に
重
大
で
は
な
い
、
ま
た
は
、
最
低
限
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、

ⅲ
）
刑

事
裁
判
の
事
実
認
定
者
は
、
そ
の
主
張
の
当
否
を
彼
ら
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
事
者
に
対
し
て
、
正
義
を
行
う
こ
と
と
矛
盾
せ
ず
、

彼
ら
の
役
目
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
限
り
、
全
て
の
関
連
性
の
あ
る
資
料
を
面
前
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

ⅳ
）
人

の
性
格
の
側
面
が
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
適
切
な
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
実
認
定
者
が
彼
ら
の
職
責
を
果
た
す
た

め
に
、
性
格
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
事
実
認
定
者
に
適
切
な
程
度
で
の
み
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

ⅴ
）
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
の
場

合
、
証
明
力
は
証
拠
の
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
を
上
回
る
の
に
十
分
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
共
同
被
告
人
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
場
合
を
除
く
）。

最
終
報
告
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
悪
性
格
の
許
容
性
に
関
す
る
準
則
の
廃
止
を
明
言
し
た105

）。
そ
の
上
で
、
悪
性
格
証
拠
を
以
下
の
よ
う
に

定
義
し
た106

）。

悪
性
格
証
拠
と
は
、
以
下
の
こ
と
を
示
す
、
あ
る
い
は
示
す
傾
向
の
あ
る
証
拠
を
い
う

⒜

彼
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
、
ま
た
は

⒝

裁
判
所
の
見
解
に
よ
る
と
、
合
理
的
な
人
物
に
非
難
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
や
り
方
で
振
舞
っ
て
い
る
あ
る
い
は
振
舞
う
傾
向
が

あ
る
こ
と
」

そ
し
て
、
適
用
対
象
は
、
被
告
人
だ
け
で
は
な
く
、
被
告
人
以
外
の
者
（
証
人
）
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
点
を
、
最
終
報
告
は
、
ス
キ
ー
ム

の
要
点
で
あ
る
と
し
、
悪
性
格
証
拠
が
、
十
分
に
関
連
性
を
持
つ
か
ど
う
か
の
基
準
は
、
被
告
人
と
被
告
人
以
外
の
者
と
で
区
別
さ
れ
な
い
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と
し
た
（
資
料
１
参
照107

））。

最
終
報
告
は
、
九
六
年
報
告
の
排
除
法
則
の
適
用
範
囲
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
、
証
拠
の
も
た
ら
す
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果

を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
客
観
的
な
基
準
で
悪
性
格
証
拠
を
定
義
し
よ
う
と
試
み
た108

）。

そ
し
て
、
悪
性
格
証
拠
を
、
原
則
と
し
て
裁
判
所
の
許
可
が
な
け
れ
ば
提
出
し
え
な
い
と
し109

）、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
の
公
訴
事
実
と
関
連
性

が
あ
る
か
、
ま
た
は
、
当
該
犯
罪
の
捜
査
あ
る
い
は
訴
追
と
の
関
係
の
不
法
行
為
の
証
拠
で
あ
る
場
合110

）、
す
べ
て
の
当
事
者
が
同
意
し
て
い

る
場
合
、
被
告
人
自
身
が
自
己
の
悪
性
格
証
拠
を
提
出
す
る
場
合
は
例
外
的
に
許
可
を
不
要
と
し
た111

）。

さ
ら
に
、
裁
判
所
が
悪
性
格
証
拠
（
被
告
人
の
で
あ
ろ
う
と
証
人
で
あ
ろ
う
と
）
の
提
出
を
許
可
し
う
る
場
合
を
類
型
化
し
た
。
⒜
重
要

な
説
明
的
価
値
を
有
す
る
場
合
、
⒝
争
点
事
実
に
つ
い
て
相
当
な
証
明
力
を
持
つ
場
合
で
あ
る112

）。

重
要
な
説
明
的
価
値
を
有
す
る
場
合
と
は
、
そ
の
証
拠
が
な
く
て
は
、
裁
判
所
や
陪
審
が
当
該
事
件
に
お
け
る
他
の
証
拠
を
適
切
に
理
解

す
る
こ
と
が
不
可
能
あ
る
い
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
事
件
を
全
体
と
し
て
理
解
す
る
た
め
の
価
値
が
相
当
な

も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る113

）。

そ
し
て
、
争
点
事
実
に
関
し
、
相
当
な
証
明
力
を
持
つ
と
は
、
当
該
手
続
き
に
お
い
て
争
点
と
な
っ
て
い
る
事
実
で
あ
り
か
つ
、
事
件
全

体
の
背
景
に
お
い
て
相
当
な
重
要
性
を
持
つ
事
実
と
の
関
係
で
相
当
な
証
明
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
る

）。

相
当
な
（su

b
sta
n
tia
l

）
証
明
力
と
い
う
言
葉
は
あ
い
ま
い
だ
が
、
最
終
報
告
は
、

相
当
な
」
と
い
う
文
言
は
、
裁
判
官
が
判
断
す
る

際
に
、
ま
っ
た
く
の
自
由
裁
量
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
文
言
を
付
す
る
こ
と
は
効
果
が
あ
る
と
し
た115

）。

被
告
人
以
外
の
者
の
場
合
に
は
、
⒜
及
び
⒝
の
類
型
に
該
当
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
許
可
を
な
し
う
る
の
に
対
し
、
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠

の
場
合
に
は
、
⒜
⒝
の
類
型
に
該
当
し
た
と
し
て
も
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
を
考
慮
に
入
れ
て
も
司
法
の
利
益
が
当
該
証
拠
を
許

容
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
許
可
を
与
え
ら
れ
な
い
と
し
た116

）。
⒜
の
類
型
の
証
拠
の
許
容
性
の
判
断
基
準
と
、
い
わ
ゆ
る

「
背
景
証
拠
」
の
許
容
性
の
判
断
基
準
は
、
前
者
が
予
断
・
偏
見
の
生
じ
る
危
険
性
を
考
慮
し
た
上
で
許
容
性
が
判
断
さ
れ
る
点
に
あ
る
と
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さ
れ
た117

）。

被
告
人
以
外
の
者
の
場
合
に
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
効
果
を
考
慮
に
入
れ
な
い
根
拠
は
、
被
告
人
が
最
大
限
の
主
張
を
す
る
自
由
を

保
障
す
る
た
め
で
あ
る118

）。

そ
し
て
、
⒝
の
類
型
に
つ
い
て
、
争
点
事
実
と
の
関
係
で
の
相
当
な
証
明
力
を
評
価
す
る
際
に
、
裁
判
所
の
考
慮
す
べ
き
要
素
を
具
体
的

に
規
定
し
た
。

証
拠
が
関
連
す
る
出
来
事
や
事
実
の
性
質
や
数
、
出
来
事
や
事
実
の
時
期
、
類
似
事
実
の
場
合
は
そ
の
似
て
い
る
と
さ
れ
る
事
実
と
公
訴

事
実
の
性
質
や
類
似
性
・
非
類
似
性
の
程
度
、
あ
る
違
反
行
為
が
、
起
訴
さ
れ
て
い
る
行
為
に
つ
い
て
も
被
告
人
が
責
任
を
負
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
さ
れ
る
犯
人
性
に
つ
い
て
の
証
拠
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
じ
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
責
任
が
あ
る
、
ま
た
は
責
任
が
あ
る

こ
と
を
示
す
程
度
、
で
あ
る119

）。

ま
た
、
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
そ
の
他
の
類
型
と
し
て
、
被
告
人
が
他
人
の
性
格
を
攻
撃
す
る
場
合
に
被
告
人
の
不
正
直

の
性
向
（p

ro
p
en
sity to

 
b
e u

n
tru
th
fu
l

）
の
証
拠
を
被
告
人
の
信
用
性
を
弾
劾
す
る
た
め
に
提
出
す
る
場
合
と120

）、
被
告
人
の
性
格
に
関

す
る
虚
偽
ま
た
は
誤
っ
た
印
象
を
た
だ
す
た
め
に
提
出
す
る
場
合
を
規
定
し
た121

）。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
強
化
さ
れ
た
関
連
性
の
基
準
（test o

f en
h
a
n
ced

 
relev

a
n
ce

）
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
要
証
事
実

と
の
関
係
で
、
相
当
な
証
明
力
（su

b
sta
n
tia
l p
ro
b
a
tiv
e v

a
lu
e

）
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い122

）。

草
案
の
証
人
と
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
証
人
及
び
被
告
人
の
保
護
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た123

）。

そ
し
て
、
共
同
被
告
人
の
場
合
に
は
、
被
告
人
と
共
同
被
告
人
と
の
間
の
争
点
で
あ
る
事
実
で
あ
り
、
か
つ
、
全
体
と
し
て
の
事
件
の
文

脈
に
お
い
て
相
当
な
重
要
性
を
も
つ
事
実
と
の
関
係
で
相
当
な
証
明
力
が
あ
る
場
合
に
、
許
可
し
う
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
被
告
人
が
不
正

直
の
性
向
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
の
み
証
明
力
を
持
つ
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
許
可
は
な
し
え
な
い
が
、
被
告
人
が
共
同
被
告
人
の
主
張

を
弾
劾
し
て
い
る
場
合
は
例
外
と
し
て
許
可
で
き
る
と
し
た124

）。
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さ
ら
に
最
終
報
告
は
、
被
告
人
の
保
護
の
た
め
に
、
手
続
き
上
の
安
全
策
を
提
案
し
た125

）。
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
を
提
出
す
る
場
合
の
告

知
や
、
悪
性
格
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
事
件
と
許
容
さ
れ
な
い
事
件
と
の
併
合
の
禁
止
、
許
可
の
決
定
に
理
由
を
付
し
た
上
で
公
開
の
法
廷
で

こ
れ
を
明
ら
か
に
し
記
録
に
残
す
こ
と
、
被
告
人
の
性
格
証
拠
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
陪
審
が
そ
れ
に
つ
い
て
憶
測
を
し
て
い
る
危
険
が

あ
る
場
合
、
及
び
許
容
さ
れ
た
性
格
証
拠
が
不
当
に
重
視
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
場
合
の
裁
判
所
の
陪
審
に
対
す
る
警
告
、
証
拠
の
汚
染
（
偽

造
で
あ
る
等
）
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
の
審
理
の
中
止
等
の
手
続
き
等
が
こ
れ
に
あ
た
る126

）。

（
３
）

九
六
年
報
告
と
の
異
同

九
六
年
報
告
も
、
最
終
報
告
も
、
悪
性
格
証
拠
を
規
律
す
る
法
の
内
容
を
一
貫
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
立
法
提
言
を
し
た
。

し
か
し
、
九
六
年
報
告
は
、

被
告
人
の
」
悪
性
格
証
拠
に
着
目
し
て
い
た
の
に
対
し
、
最
終
報
告
で
は
、

悪
性
格
証
拠
」
の
定
義
自
体
が
、

被
告
人
以
外
の
者
の
悪
性
格
を
含
む
も
の
と
な
っ
た127

）。

ま
た
、
九
六
年
報
告
が
、
従
来
の
法
の
枠
組
み
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
検
察
官
立
証
に
お
け
る
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
と
、
反
対
尋
問
に

お
い
て
許
容
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
手
続
き
の
場
面
ご
と
に
分
け
て
検
討
す
る
手
法
を
採
用
し
た
の
に
対
し
、
最
終
報
告
は
、
証
人
と
被

告
人
の
悪
性
格
証
拠
の
関
連
性
の
判
断
基
準
を
統
一
し
た
う
え
で
、
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
が
立
証
趣
旨
と
の
関
係
で
許
容
さ
れ
う
る
場
合

を
類
型
化
す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
よ
り
広
い
範
囲
に
わ
た
る
分
析
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た128

）。
も
っ
と
も
、
九
六
年
報
告
と
同
様
に
、
最
終

報
告
も
、
悪
性
格
証
拠
を
よ
り
容
易
に
許
容
さ
れ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
草
案
を
策
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た129

）。

し
か
し
、
政
府
の
意
図
は
法
律
委
員
会
の
意
図
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
七
月
の‘Ju

stice fo
r A

ll’

と
題
さ
れ
た
白

書
は
、

す
べ
て
の
関
連
性
の
あ
る
事
実
に
基
づ
い
た
判
断
｜
証
拠
法
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と130

）、
従
前
の
状
況
を
、

真
実
を
探
求
す
る

た
め
に
関
連
の
あ
る
証
拠
が
誤
っ
て
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
公
衆
の
懸
念
と
し
て
増
大
し
て
い
た
」
と
表
現
し131

）、
悪
性
格
証
拠
が
許
容

（78-３- ）635 289

イギリスにおける悪性格証拠の許容性に関する予備的考察（高平）



さ
れ
る
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
す
る
意
図
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
。
も
っ
と
も
、
白
書
は
、
通
常
の
取
り
扱
い
と
し
て
、
す
べ
て
の
事
件
の
冒

頭
で
前
の
有
罪
判
決
を
明
ら
か
に
す
る
と
の
立
場
は
、
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
を
根
拠
と
し
て
、
採
用
し
な
い
と
し
た132

）。

Ⅲ

結
び
に
代
え
て

悪
性
格
証
拠
の
弊
害
、
特
に
予
断
・
偏
見
が
生
じ
る
と
い
う
弊
害
に
つ
い
て
は
、
特
に
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
陪
審
が
事
実
認
定
者
で

あ
る
場
合
に
は
そ
の
危
険
性
が
大
き
い
と
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
現
代
の
陪
審
員
の
能
力
に
照
ら
せ
ば
、
悪
性
格
証
拠
を
不
当
に
重
視
す

る
こ
と
は
な
い
と
い
う
考
え
方
も
次
第
に
有
力
に
な
っ
て
い
た
。
労
働
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
、A

u
ld

判
事
の
レ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
二
年

の
白
書
に
も
、
事
実
認
定
者
を
も
っ
と
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
法
律
委
員
会
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
研

究
や
、
海
外
の
心
理
学
的
研
究
を
根
拠
と
し
て
、
悪
性
格
証
拠
が
、
陪
審
に
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
は
存
在
す
る
と
結
論
づ
け
た

が
、
前
述
の
よ
う
に
批
判
を
受
け
て
い
る133

）。

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
法
以
前
の
法
に
対
し
て
は
、
被
告
人
が
、
被
告
人
の
悪
性
格
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

証
人
の
保
護
に
欠
け
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
草
案
は
、
関
連
性
の
判
断
基
準
を
被
告
人
の
場
合
と
証
人
の
場
合
に
同
じ
基
準
を
適
用
し
、

被
告
人
が
証
人
の
性
格
を
攻
撃
す
る
場
合
に
、
被
告
人
の
悪
性
格
証
拠
を
提
出
し
う
る
場
合
を
定
め
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
が
刑
事
手
続
き

に
よ
っ
て
制
裁
を
受
け
る
地
位
に
あ
る
こ
と
に
対
す
る
考
慮
か
ら
、
予
断
・
偏
見
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
が
証
明
力
を
上
回
る
場
合
に
は
悪
性

格
証
拠
は
提
出
で
き
な
い
と
し
、
こ
れ
を
裁
判
所
の
裁
量
判
断
に
ゆ
だ
ね
た
。
も
っ
と
も
、
個
別
の
判
断
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
を
可

能
な
限
り
防
止
す
る
た
め
に
、
許
容
性
の
判
断
で
考
慮
す
べ
き
要
素
を
草
案
に
明
記
し
た
。

最
終
報
告
は
、
改
正
前
の
領
域
ご
と
に
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
法
を
、
一
貫
し
た
論
理
に
基
づ
き
再
構
築
し
、
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
の
規

定
の
内
容
を
整
備
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
手
続
き
的
な
安
全
策
を
設
定
し
た
。
最
終
報
告
は
、
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
の
法
を
整
備
す
る
と
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い
う
困
難
な
問
題
に
、
一
定
の
水
準
の
回
答
を
し
た
か
に
み
え
た
。

し
か
し
、
最
終
報
告
及
び
草
案
が
公
表
さ
れ
た
後
に
出
さ
れ
た
政
府
の
白
書
で
は
、
証
人
保
護
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
、

被
告
人
の
悪
性
格
は
、
事
実
認
定
者
へ
の
信
頼
を
根
拠
と
し
て
、
よ
り
容
易
に
提
出
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

結
局
、
二
〇
〇
三
年
刑
事
司
法
法
の
基
本
的
な
構
造
は
、
法
律
委
員
会
の
草
案
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
今
回
の
予
備
的
考
察
を
踏

ま
え
、
今
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二

〇
〇
三
年
法
の
悪
性
格
証
拠
に
関
す
る
法
構
造
及
び
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
た
上
で
、
法
律
委
員
会
の
草
案
と
の
異
同
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
法
に
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
構
造
の
変
化
が
生
じ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
法
改
正
が
実
務

に
も
た
ら
し
た
影
響
を
分
析
す
る
た
め
、
悪
性
格
証
拠
の
許
容
性
に
関
す
る
近
時
の
判
例
、
及
び
、
悪
性
格
証
拠
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
裁
判

官
の
説
示
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
近
時
の
法
改
正
が
実
務
に
与
え
た
影
響
の
分
析
を
通
し
て
、
悪
性
格
証
拠

の
許
容
性
に
関
し
て
生
ず
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
に
お
け
る
同
様
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
糸
口
を
得
る
こ
と
を

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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［資料１］

出典：Evidence of Bad Character in Criminal Proceedings(Law Com no.273,Cm5257,

October 2001)8.21
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１
）

白
取
祐
司
『
刑
事
訴
訟
法
﹇
第
六
版
﹈』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
五
二
頁
、
渡
辺
直
行
『
刑
事
訴
訟
法
﹇
補
訂
版
﹈』（
成
文
堂
、
二
〇
一

一
年
）
三
三
五
頁
、
石
井
一
正
『
刑
事
実
務
証
拠
法
』

判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
八
八
年
）
一
八
六
頁
。

２
）

人
の
行
為
を
証
明
す
る
際
に
、
以
前
の
人
の
行
為
か
ら
直
接
命
題
の
人
の
行
為
を
立
証
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
二
つ
の
行
為
の
間

に
は
、
多
く
の
偶
然
的
事
情
が
あ
り
、
人
は
あ
る
と
き
特
定
の
行
為
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
後
は
絶
対
し
な
い
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
再
度

そ
の
行
為
を
す
る
蓋
然
性
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
前
の
行
為
か
ら
、
あ
る
行
為
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
二
段
階
の
推
認
過
程
、
例
え
ば
、

過
去
に
特
定
の
行
為
を
し
た
↓
特
定
の
行
為
を
す
る
性
向
が
あ
る
↓
当
該
行
為
を
し
た
な
ど
の
過
程
を
経
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
足
立
勝
義

「
英
米
刑
事
訴
訟
法
に
於
け
る
状
況
証
拠
」
司
法
研
究
報
告
書
五
輯
四
号
（
一
九
六
六
年
）
六
二
頁
。

３
）

秋
吉
淳
一
郎
「
同
種
前
科
に
よ
る
事
実
認
定
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
第
八
版
（
二
〇
〇
五
年
）
一
三
五
頁
。

４
）

白
取
・
前
掲
注

１
）三
五
二
頁
、
秋
吉
・
前
掲
注
一
三
五
頁
、
石
井
前
掲
注

１
）一
八
六
頁
、
こ
の
点
、
法
律
的
関
連
性
を
欠
く
と
い
う
説
明
に
対

し
、
本
来
経
る
べ
き
推
認
過
程
を
た
ど
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
予
断
や
偏
見
に
基
づ
い
て
公
訴
事
実
が
認
定
さ
れ
る
危
険
を
凌
駕
す
る
だ
け
の
公
訴
事
実
と

の
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る
証
明
力
が
な
い
こ
と
に
帰
す
る
点
で
、
論
理
的
関
連
性
と
呼
ば
れ
る
問
題
と
の
間
に
、

本
質
的
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
（
佐
藤
隆
之
「
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
類
似
事
実
の
立
証
」
ジ
ュ
リ
ス
トN

o
.1332

（
二
〇
〇
七

年
）
一
九
五
頁
）。

5
）

綿
引
紳
郎
「
犯
罪
の
主
観
的
要
素
を
同
種
前
科
の
内
容
に
よ
っ
て
認
定
す
る
こ
と
の
適
否
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
編
昭
和
四
一
年
度
二
一
二

頁
、
松
岡
正
章
「
同
種
前
科
に
よ
る
事
実
認
定
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
第
六
版
（
一
九
九
二
年
）
一
二
六
頁
、
永
井
紀
昭
「
同
種
前
科
に
よ
る
事
実
認

定
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
第
三
版
（
一
九
七
六
年
）
一
四
四
頁
。

６
）

福
井
厚
『
刑
事
訴
訟
法
講
義
﹇
第
四
版
﹈』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
）
三
二
六
頁
、
松
岡
・
前
掲
注

４
）一
二
六
頁
。

７
）

福
井
・
前
掲
注

５
）三
二
六
頁
、

岡
田
雄
一
「
同
種
前
科
に
よ
る
事
実
認
定
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
第
七
版
（
一
九
九
八
年
）
一
三
六
頁
。

８
）

秋
吉
・
前
掲
注

２
）一
三
五
頁
、
永
井
・
前
掲
注

４
）一
四
四
頁
。

９
）

辻
裕
教
「
同
種
前
科
に
よ
る
事
実
認
定
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
第
九
版
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
一
頁
は
、

ど
の
よ
う
な
推
認
の
過
程
に
よ
り
ど

の
よ
う
な
事
実
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
推
認
が
ど
の
程
度
確
実
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上

記
の
連
邦
証
拠
規
則
四
〇
三
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
そ
の
証
明
力
と
、
不
当
な
予
断
や
争
点
の
混
乱
の
お
そ
れ
な
ど
と
の
比
較
考
量
の
問
題
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
、

中
略
）
当
該
事
案
の
性
質
、
審
理
の
状
況
、
証
拠
構
造
を
踏
ま
え
た
他
の
犯
罪
行
為
等
に
関
す
る
証
拠
の
必
要
性
、
被
告
人
の
受
け
る
不

利
益
の
程
度
な
ど
を
勘
案
し
て
、
そ
の
許
容
性
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。

10
）

大
判
昭
和
四
・
一
一
・
一
六
大
審
院
刑
事
判
例
集
八
巻
五
六
八
頁
は
、
犯
罪
行
為
と
の
関
連
が
あ
れ
ば
犯
人
の
性
向
経
歴
が
犯
罪
事
実
の
認
定
の
資
料

と
な
り
う
る
と
し
た
判
例
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
性
向
経
歴
は
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
事
実
の
認
定
に
は
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
示
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し
た
も
の
で
あ
る
。

11
）

大
判
昭
二
・
九
・
三
新
聞
二
七
五
〇
号
九
頁
、
大
判
昭
一
四
・
三
・
二
五
判
決
全
集
六
輯
一
四
号
四
三
頁
、
最
判
昭
二
八
・
五
・
一
二
刑
集
七
巻
五
号

九
八
一
頁
。

12
）

秋
吉
・
前
掲
注

２
）一
三
五
頁
。

13
）

故
意
等
の
犯
罪
の
主
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
状
況
か
ら
推
認
で
き
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
前
科
の
内
容
は
補
充
的
な
役
割
を
果
た

す
に
す
ぎ
な
い
と
の
評
価
も
あ
る
（
秋
吉
・
前
掲
注

２
）一
三
五
頁
）。

14
）

公
訴
事
実
で
あ
る
事
件
と
同
一
被
害
者
に
対
し
て
砒
素
を
混
入
し
た
食
物
を
摂
取
さ
せ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
公
訴
事
実
に
密
接
に
関
連
す

る
事
実
と
し
て
、

犯
行
後
の
経
緯
と
し
て
同
公
訴
事
実
自
体
の
立
証
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
検
察
官
の
主

張
立
証
が
許
さ
れ
る
の
は
当
然
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

15
）

同
判
決
は
控
訴
審
で
破
棄
さ
れ
、
無
罪
と
な
っ
た
（
東
京
高
判
平
一
〇
・
七
・
一
判
時
一
六
五
五

三
）。

16
）

公
訴
事
実
の
被
害
者
と
は
異
な
る
者
に
対
す
る
行
為
で
あ
る
。
な
お
、
最
高
裁
は
、
類
似
事
実
で
あ
る
余
罪
を
犯
人
性
の
認
定
根
拠
と
し
た
原
判
決

を
是
認
し
た
（
最
判
昭
二
一
・
四
・
二
一
判
タ
一
二
九
七
号
一
二
七
頁
）。

17
）

判
例
の
結
論
を
妥
当
と
す
る
も
の
に
平
田
胤
明＝

日
野
正
晴
「
証
拠
と
し
て
の
前
科
」
平
野
龍
一
、
松
尾
浩
也
編
『
刑
事
訴
訟
法
﹇
新
版
﹈』（
青
林

書
院
、
一
九
七
七
年
）
四
三
九
頁
。

18
）

寺
崎
嘉
博
『
刑
事
訴
訟
法
﹇
第
二
版
﹈』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
三
八
七
頁
は
、
悪
性
格
が
犯
行
原
因
（
動
機
）
と
推
認
し
た
裁
判
例
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
白
取
前
掲
注

１
）三
五
二
頁
は
、
動
機
の
説
明
に
窮
し
て
被
告
人
の
「
異
常
性
格
」
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
当
で
あ
る
と
評
価
し

て
い
る
。

19
）

辻
・
前
掲
注

８
）一
四
一
頁
は
、
判
決
に
示
さ
れ
た
判
断
基
準
に
よ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

他
の
犯
罪
行
為

等
が
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
る
か
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
推
認
の
過
程
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
事
実
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

か
、
ま
た
そ
の
推
認
が
ど
の
程
度
確
実
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
相
当
個
別
具
体
的
な
判
断
と
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

20
）

裁
判
員
裁
判
導
入
以
前
に
は
、
職
業
裁
判
官
が
事
実
認
定
及
び
量
刑
を
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、
悪
性
格
証
拠
の
排
除
法
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か

と
い
う
視
点
で
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

21
）

M
a
x
w
ell v D

P
P

﹇1935

﹈A
C
309,

317.

22
）

E
v
id
en
ce o

f B
a
d C

h
a
ra
cter in C

rim
in
a
l P
ro
ceed

in
g
s
(L
a
w
 
C
o
m
 
n
o
.
273,

C
m
 
5257,

O
cto

b
er 2001)

p
8,
2.1-2.2.

23
）

楠
本
英
隆
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
類
似
事
実
証
拠
」
早
稲
田
法
学
第
三
八
巻
第
三
・
四
冊
（
一
九
六
二
年
）
二
〇
頁
。
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24
）

E
v
id
en
ce in C

rim
in
a
l P
ro
ceed

in
g
s:
P
rev

io
u
s M

isco
n
d
u
ct o

f a D
efen

d
a
n
t
(L
a
w
 
C
o
m
 
n
o
.141

 
1996)

1.16-1.18.

25
）

M
a
x
w
ell v D

p
p

﹇1935

﹈A
C
 
309,

317.

26
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

2.4.
27
）

M
a
k
in v

.
A
-G
 
fo
r N

ew
 
S
o
u
th W

a
les

﹇1984

﹈A
C
57

、
楠
本
前
掲
注

23
）三
二
頁
。

28
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

2.4.

29
）

D
P
P
 
v
.
B
o
a
rd
m
a
n

﹇1975

﹈A
C
421,

445G
.

30
）

D
P
P
 
v
.
P

﹇1991

﹈2A
C
447,

460E
-F
.

31
）

D
P
P
 
v
.
B
o
a
rd
m
a
n

﹇1975

﹈A
C
421,

445G
.

32
）

も
っ
と
も
、
類
似
事
実
証
拠
と
背
景
事
情
証
拠
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。R

ich
a
rd W

a
rd
,O
lw
en M

 
D
a
v
is T

h
e C

rim
in
al

 
Ju
stice A

ct 2
0
0
3
 
A
 
P
ractition

er’s G
u
id
e Jo

rd
a
n 2004,

P
83.

33
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

10.2.

34
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

10.2.

35
）

C
rim

in
a
l E
v
id
en
ce A

ct1898 1
(f)(ii).

36
）

Id
.1
f

）(ii).

37
）

Id
.1

f)(iii).

38
）

Id
.1
(f),1

(e),
S
ee,

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

4.12.

39
）

A
n
d
erso

n

﹇1988

﹈Q
.B
.678,

a
t686E

;
(1988)87 C

r.A
p
p
.R
.349,

S
ee,

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(26)

4.2.

40
）

二
〇
〇
三
年
法
は
、

適
法
に
」
質
問
す
る
場
合
と
規
定
す
る
が
、
同
条
は
、
証
人
に
過
去
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

特
に
条
件
を
付
し
て
い
な
い
。

41
）

JP
 
S
p
en
cer E

vid
en
ce of B

ad
 
C
h
aracter 2

ed
itio

n H
a
rt 2009,

p
3.

42
）

C
o
lin T

a
p
p
er
‘C
rim

in
a
l Ju

stice A
ct 2003:

P
a
rt3:

ev
id
en
ce o

f b
a
d ch

a
ra
cter’

C
rim

.L
.R
.2004,

Ju
l,533

555,
p
535.

43
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
‘T
h
e L

a
w
 
C
o
m
m
issio

n C
o
n
su
lta
tio
n P

a
p
er o

n p
rev

io
u
s m

isco
n
d
u
ct:

p
a
rt 2:

L
a
w
 
C
o
m
m
issio

n d
o
d
g
es th

e
 

n
ettles in C

o
n
su
lta
tio
n p

a
p
er n

o
.141’

‘C
rim

.L
.R
.
1997,

F
eb
,93

104,
p
93l.

44
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

1.2,
1.3.

45
）

C
o
lin T

a
p
p
er,

o
p
.
cit.

n
o
te
(42)

535,
P
a
u
l R
o
b
erts

‘A
ll th

e U
su
a
l S
u
sp
ects:

A
 
C
ritica

l A
p
p
ra
isa
l o
f L
a
w
 
C
o
m
m
issio

n P
a
p
er

 
C
o
n
su
lta
tio
n P

a
p
er N

o 141’,

﹇1997

﹈C
rim
 
L
.R
.
75-92,

p
91.
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46
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

1.4.

47
）

Id
.
1.20.

48
）

Id
.
1.27.

49
）

Id
.
1.20.

50
）

Id
.
1.20.

51
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.1.

52
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.2.

53
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.6.

54
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.7.

55
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.63.

56
）

Id
.
A
p
p
en
d
ix D

,
D
.59.

57
）

Id
.
7.6.

58
）

Id
.
7.7,

7.11,
7.18.

59
）

C
rim

in
a
l C
o
u
rts R

ev
iew

(H
M
S
O
 
2001)

p
566.

60
）

Id
.
P
566,

JP
 
S
p
en
cer,

o
p
.
cit.

n
o
te
(41),

3
4,
P
en
n
y D

a
rb
y
sh
ire,

‘P
rev

io
u
s M

isco
n
d
u
ct a

n
d th

e M
a
g
istra

tes’
C
o
u
rts-S

o
m
e

 
T
a
les fo

rm
 
th
e R

ea
l W

o
rld
’

﹇1997

﹈C
rim
 
L
R
 
105,

109
111.

61
）

C
rim

in
a
l C
o
u
rts R

ev
iew

,
o
p
.
cit.

n
o
te
(59)

p
566.

62
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
,
o
p
.
cit.

n
o
te
(43)

p
95

98.

63
）

C
rim

in
a
l C
o
u
rts R

ev
iew

,
o
p
.
cit.

n
o
te
(59)

p
567.

64
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

1.14.

65
）

Id
.
7.36

7.41.

66
）

Id
.
9.57.

67
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
,
o
p
.
cit.

n
o
te
(43)

p
95.

68
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

8.20.

69
）

Id
.
9.73.

70
）

P
a
u
l R

o
b
erts,

o
p
.
cit.

n
o
te
(45)

p
80.
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71
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

9.23
9.71.

72
）

Id
.
6.40.

73
）

法
律
委
員
会
が
参
照
し
た
研
究
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
法
改
正
委
員
会
（A
L
R
C

）、C
h
a
ra
cter

 
a
n
d
 
C
red

ib
ility

(1983)
R
esea

rch
 

p
a
p
er N

O
 
11,

及
び
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
法
律
委
員
会
（N

Z
L
C

の
研
究
、C
h
a
ra
cter a

n
d C

red
ib
ility

:
a R

esea
rch P

a
p
er
(1994)

未
公

刊
、L

a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

6.10.

74
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

6.40.

75
）

Id
.
6.77,

6.88,
6.84.

76
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
,
o
p
.
cit.

n
o
te
(43)

p
99.

77
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

6.63.

78
）

Id
.
9.92.

79
）

P
a
u
l R

o
b
erts,

o
p
.
cit.

n
o
te
(45)

p
84.

80
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

10.14.

81
）

Id
.
10.85.

82
）

Id
.
10.79-10.80.

83
）

Id
.
11.27,

11.45.

84
）

P
a
u
l R

o
b
erts,

o
p
.
cit.

n
o
te
(45)

p
82.

85
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

12.79.

86
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
,
o
p
.
cit.

n
o
te
(28)

p
102.

87
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

13.46,
13.50.

88
）

P
a
u
l R

o
b
erts,

o
p
.
cit.

n
o
te
(45)

p
75.

89
）

Id
.
p
79,

p
86.

90
）

C
o
lin T

a
p
p
er,

o
p
.
cit.

n
o
te
(42)

p
537.

91
）

C
rim

in
a
l Ju

stice:
T
h
e W

a
y A

h
ea
d C

M
5074.

93
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

9.69.

93
）

C
rim

in
a
l C
o
u
rts R

ev
iew

,
o
p
.
cit.

n
o
te
(59).

94
）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
研
究
は
、
九
六
年
報
告
の
結
論
の
重
要
な
根
拠
で
あ
る
の
で
、
九
六
年
報
告
へ
の
批
判
と
も
な
っ
て
い
る
。
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95
）

C
rim

in
a
l C
o
u
rts R

ev
iew

,
o
p
.
cit.

n
o
te
(59)

p
567,

120.

96
）

Id
.
p 566,

199.

97
）

Id
.
p 564,

114.
98
）

Id
.
p
564,

114.

99
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22).

100
）

Id
.
1.8.

101
）

L
a
w
 
C
o
m
 
1996,

o
p
.
cit.

n
o
te
(24)

1.14.

102
）

C
o
lin T

a
p
p
er
(42)

o
p
.
cit.

n
o
te
(42)

p
538

、

一
般
性
の
低
い
八
つ
の
原
理
に
薄
め
ら
れ
た
（d

ilu
ted

）」
と
評
価
し
た
。

103
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

1.8.

104
）

Id
.
7.2.

105
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

4.85,
D
ra
ft B

ill 20
(1)(2).

106
）

Id
.
8.19,

D
ra
ft B

ill 1.

107
）

Id
.
1.13.

108
）

Id
.
8.16.

109
）

Id
.
8.32,

D
ra
ft B

ill 2
(1).

110
）

Id
.
8.34,

D
ra
ft B

ill 2
(1)

(a
)
(b
).

111
）

Id
.
8.34,

D
ra
ft B

ill 2
(2).

112
）

Id
.
8.34,

D
ra
ft B

ill 4,
5.

113
）

Id
.
9.42,

D
ra
ft B

ill 4.

114
）

Id
.
9.41,

D
ra
ft B

ill 5.

115
）

Id
.
7.8

116
）

Id
.
10.12,

11.46,
D
ra
ft B

ill 7,
8.

117
）

Id
.
10.11.

118
）

Id
.
8.13.

119
）

Id
.
7.19,

D
ra
ft B

ill 5,

他
に
裁
量
の
要
素
が
明
示
さ
れ
て
い
る
条
文
と
し
てD

ra
ft B

ill 9
(7),

10
(8).

120
）

Id
.
12.13,

D
ra
ft B

ill 9.
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121
）

Id
.
13.48,

D
ra
ft B

ill 10.

122
）

Id
.
12.8,

D
ra
ft B

ill 9,
10.

123
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n
‘P
rev

io
u
s m

isco
n
d
u
ct a

t th
e cro

ssro
a
d
“w
a
y a

h
ea
d
”’
C
rim

.L
.R
.2002,

M
a
r,180

191,
p
191.

124
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

14.53,
D
ra
ft B

ill 11.

125
）

Id
.
17.3,

17.15,
17.20.

126
）

併
合
の
禁
止
及
び
汚
染
の
場
合
の
手
続
き
の
中
断
に
つ
きL

a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

15.37,
16.21

、
草
案
第
一
三
条
及
び
一
四
条
。

127
）

C
o
lin T

a
p
p
er,

o
p
.
cit.

n
o
te
(42)

p
537

538.

128
）

Jen
n
y M

cE
w
a
n 2002,

o
p
.
cit.

n
o
te
(123)

p
180

181.

129
）

L
a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

1.10,
1.11.

130
）

Ju
stice fo

r A
ll C

M
5563

(2002)
4.52-4.59.

131
）

Id
.
5.52.

132
）

Id
.
4.55.

133
）

な
お
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
研
究
と
類
似
の
実
験
が
、
二
二
二
名
の
治
安
判
事
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
た
。
バ
イ
ア
ス
を
さ
け
る
た
め
の
危
険
の
認

識
と
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
科
は
治
安
判
事
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。L

a
w
 
C
o
m
 
2001,

o
p
.
cit.

n
o
te
(22)

A
p
p
en
d
ix A

 
R
esea

rch
;
T
h
e effect o

n m
a
g
istra

tes o
f k

n
o
w
in
g o

f a d
efen

d
a
n
t’s crim

in
a
l reco

rd
.

（78-３- ）645 299

イギリスにおける悪性格証拠の許容性に関する予備的考察（高平）




